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日本 ASEAN 友好協力 50 周年記念認定事業 
JENESYS2023 日本・ASEAN 学生会議の記録（招へい） 

 

１. プログラム概要 

（１）目的 

このプログラムは、日本 ASEAN 友好協力 50 周年を契機に、ASEAN 諸国（注）、東ティモール及び

日本の青年が、両国・地域の関係や ASEAN インド太平洋構想（AOIP）・自由で開かれたインド太平

洋（FOIP）についての知識を深め、また、アジアに共通する課題についての問題意識の共有、視察・

体験、課題解決に向けた意見交換を通じて、自らが持つ能力や可能性に気づき、社会貢献の醸成を

図ること、文化の多様性を認め合い、相互理解を通じて友好協力のネットワークを強化することを

主目的として実施しました。 
（注）ASEAN 諸国：インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア、 

ミャンマー、ラオス 

 

（２）概要 

2023 年 12 月 10 日から 2023 年 12 月 19 日まで、「日本・ASEAN 学生会議」（12 月 15 日～18
日、於：東京）に出席するために ASEAN 諸国（注）及び東ティモールの学生 109 名が来日しました。 
 一行は、「日本 ASEAN 学生会議」の開催に先立ち、学生会議の課題別に 5 つのグループに分かれ、

それぞれ「気候変動・防災」グループは千葉県と宮城県、「インターネット・AI」グループは神奈川

県と静岡県、「スタートアップ」グループは三重県、「観光開発」グループは広島県、「人口問題」グ

ループは沖縄県を訪問し、課題に関連する聴講・視察等を行いました。また大学での同世代との交

流及びホームステイ等の日本文化を体験し、地域の魅力を多角的に感じる機会も持ちました。 
「日本 ASEAN 学生会議」では、「アジア地域の平和と安定、成長と繁栄に対し、何ができるか」

を共通テーマに、日本と ASEAN 地域の学生が、日本とアジアに共通する上記 5 つの課題を取り上

げ、3 泊 4 日のディスカッションプログラムを行いました。最終日の報告会では、ASEAN 事務局と

外務省へ課題別の提言を提出しました。また、12 月 17 日午前中には、岸田総理夫人と訪日中の

ASEAN 各国首脳夫人との懇談が行われ、同日午後には、日本 ASEAN 友好協力 50 周年の記念行事

である東京タワーの点灯式典（於：麻布台ヒルズ）に出席しました。 
 

（３）参加国及び参加人数 

訪日団：ASEAN 諸国及び東ティモールの大学生・大学院生 計 109 名 
（内訳）ASEAN 各国 10 名、東ティモール 9 名 計 109 名 

「日本・ASEAN 学生会議」（於：東京）へ参加の日本人大学生・大学院生 計 20 名 
 
（４）訪問地  

東京都 129 名、千葉県・宮城県 22 名、神奈川県・静岡県 21 名、三重県 22 名、 
広島県 22 名、沖縄県 22 名 
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（５）日程 
 プレプログラム（オンライン事前学習） 
10 月 22 日（日）【参加者間交流①】、【バーチャルツアー（福島県会津若松市）】 
11 月 7 日 （火）【渡航前オリエンテーション①】、【参加者間交流②】、 

【講義】「日本の社会と文化」 
講師：JICE 日本理解講義講師 アンドラディ 久美 氏  

11 月 27 日（月）【渡航前オリエンテーション②】、【課題別プログラム・参加者間交流】  
【講義】「日本 ASEAN 関係の社会経済的変革と将来への展望」 

         講師：埼玉大学大学院人文社会科学研究科 経済学部 教授 遠藤 環 氏 
【来日前オリエンテーション③】 

来日までの期間（動画配信）：「ホームビジット体験」、「南三陸町からのメッセージ」、 

「愛知の魅力～産業、最先端技術～」、「日本文化理解（京都）」、「日本語」、 

「日本と国連」、「日 ASEAN50 年の歩み」 
 招へいプログラム：2023 年 12 月 10 日（日）～12 月 19 日（火） 

 12 月 10 日（日）成田国際空港又は羽田空港より入国、【来日時オリエンテーション】 
【訪日歓迎会】歓迎パフォーマンス 早稲田大学津軽三味線愛好会 三津巴 

12 月 11 日（月）【講義】「日本 ASEAN 友好協力 50 周年への日本アセアンセンターの取り組み」 
講師：国際機関日本アセアンセンター 事務総長 平林 国彦 氏 

事務総長室主任広報担当官 宮内 智子 氏 
プログラム・アソシエイト オーロラ・ティニーオ 氏 

         【日本文化体験（グループ別）】茶道、お囃子、折り紙、書道、紙漉き 
12 月 11 日（月）～14 日（木）5 つの課題別グループに分かれて、各地域でプログラムを実施。  
「気候変動・防災」グループ（千葉県と宮城県） 

【視察・講義】千葉商科大学 基盤教育機構「自然エネルギー100%を目指す大学の取組」 
講師：准教授 手嶋 進 氏 
【表敬・講義】宮城県仙台市、「防災環境都市づくり」 

講師：まちづくり政策局防災環境都市推進室 主任 大槻 由美子 氏 

【視察・講義】：東北地方整備局、「防災・気候変動について」 

講師：総括防災調整官 齋藤 茂則 氏 

【学校交流】東北学院大学、【ホームステイ】宮城県加美町 
「インターネット・AI」グループ（神奈川県と静岡県） 

【視察・視察】 慶應義塾大学病院、「慶應義塾大学病院概要」 
    講師：慶應義塾大学病院 予防医療センター 准教授 洪 繁 氏 

【表敬・講義】神奈川県藤沢市 市長 鈴木 恒夫 氏、「藤沢市の概要」 
講師：企画政策部デジタル推進室 主任 小野 広士郎 氏 
【視察】Fujisawa サスティナブル・スマートタウン、ロボテラス 
【ホームステイ】静岡県御殿場市 

「スタートアップ」グループ（東京都・三重県） 
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【視察・講義】ジョッゴ株式会社、「会社紹介」講師：代表取締役社長 太田 真之 氏 
【表敬・講義】三重県、「三重県概要」 
講師：三重県政策企画部国際戦略課 課長補佐兼国際企画・交流班長 谷 徳彦 氏 

     【学校交流】三重大学、【ホームステイ】三重県大紀町  

「観光開発」グループ（東京都・広島県） 
【講義】「持続可能な観光を目指して」講師：観光庁外客受入担当参事官付 飯島 一隆 氏 
【表敬・講義】北広島町商工観光課、「北広島町の観光開発の取組みについて」 
講師等：課長補佐兼係長 門出 泰典 氏、主事 高原 翔馬 氏 
【学校交流】安田女子大学 
【視察】戦国の庭歴史館、芸北民俗芸能保存伝承館、【ホームステイ】北広島町 

「人口問題」グループ（沖縄県） 
   【講義】「江戸川区の少子高齢化・共生社会に関する現状と取り組み」 

講師：江戸川区経営企画部企画課 椎名 真雄 氏、SDGs 推進部ともに生るまち推進課  

松岡 永祐 氏、【意見交換】琉球村老人会 

【表敬・講義】沖縄県読谷村、「人口問題」講師：企画政策課 企画調整係長 知花 圭太  
【学校交流】琉球大学、【文化体験】座喜味城跡、やちむんの里 
【ホームステイ】沖縄県読谷村  

12 月 15 日（金）～12 月 18 日（月）「日本・ASEAN 学生会議」（東京） 
課題別グループに分かれて、講義、ディスカッション 

「気候変動・防災」グループ：講師：公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES） 
戦略マネージメントオフィス 上席研究員 松尾 直樹 氏 

「インターネット・AI」グループ：講師：国際大学グローバル・コミュニケーション・センター  
准教授 山口 真一 氏 

「スタートアップ」グループ：講師：ARUN 合同会社代表／NPO 法人 ARUN Seed 
代表理事 功能 聡子 氏 

「観光開発」グループ： 講師：INDIGO 合同会社 代表 府川 尚弘 氏  
「人口問題」グループ： 講師：明治大学 副学長（入試担当）・政治経済学部教授 加藤 久和 氏 

同上 政治経済学部 専任講師 宮崎 イキサン 氏 
12 月 17 日（日）【表敬・懇談】岸田総理夫人、ASEAN 各国首脳夫人（カンボジア、シンガポール、 

フィリピン、マレーシア、ラオス） 
【日本 ASEAN 友好協力 50 周年記念行事出席】東京タワーの点灯式典 

12 月 18 日（月）【ワークショップ】、【成果報告会・課題別提言発表】、【修了式・歓送会】 
12 月 19 日（火曜日） 成田国際空港又は羽田空港より出国 
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２．【記録写真】 

 プレプログラム（オンライン事前学習） 

  

10 月 22 日【オンラインバーチャルツアー】 
福島県会津若松市 

11 月 27 日【講義】「日本 ASEAN 関係の社会

経済的変革と将来への展望」 
 招へいプログラム（訪問地：東京都） 

  

12 月 10 日【訪日歓迎会】 
早稲田大学津軽三味線愛好会 三津巴 

12 月 11 日【講義】「日本 ASEAN 友好協力 50
周年への日本アセアンセンターの取り組み」 

・課題別プログラム 
《気候変動・防災》（訪問地：東京都、千葉県、宮城県） 

  
12 月 11 日【日本文化体験】茶道 

12 月 11 日【視察】千葉商科大学 
「自然エネルギー100%を目指す大学の取組」 

  

12 月 12 日【表敬・講義】宮城県仙台市 
12 月 12 日【視察・講義】東北地方整備局 
「防災・気候変動について」 
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12 月 12 日～14 日【ホームステイ】加美町 12 月 14 日【学校交流】東北学院大学 
《インターネット・AI》（訪問地：東京都、神奈川県、静岡県） 

  

12 月 11 日【日本文化体験】お囃子 12 月 12 日【表敬・講義】神奈川県藤沢市 

 
 

12 月 11 日【講義・視察】慶應義塾大学病院 
「慶應義塾大学病院ツアー」 

12 月 13 日【視察】 
Fujisawa サスティナブル・スマートタウン 

  
12 月 13 日【視察】ロボテラス 12 月 13 日～15 日【ホームステイ】御殿場市 
《スタートアップ》（訪問地：東京都、三重県） 

  

12 月 11 日【日本文化体験】折り紙 
12 月 11 日【講義・視察】ジョッゴ株式会社

「会社紹介：ジョッゴ株式会社」 
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12 月 12 日【表敬・講義】三重県 12 月 12 日～14 日【ホームステイ】大紀町 

  

12 月 14 日【ホストファミリー歓送会】大紀町 12 月 14 日【学校交流】三重大学 
《観光開発》（訪問地：東京都、広島県） 

  

12 月 11 日【日本文化体験】書道 
12 月 11 日【講義・視察】観光庁「持続可能な

観光を目指して」 

  
12 月 12 日【自治体訪問・講義】北広島町「北

広島町の観光開発の取組みについて」 
12 月 14 日【学校交流】安田女子大学 

  
12 月 14 日【ホストファミリー歓送会】 
北広島町 12 月 12～14 日【ホームステイ】北広島町 
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《人口問題》（訪問地：東京都、沖縄県） 

  

12 月 11 日【日本文化体験】紙漉き 
12 月 11 日【表敬・講義】「江戸川区の少子高齢

化・共生社会に関する現状と取り組み」 

  

12 月 12 日【表敬・講義】読谷村 12 月 12 日～14 日【ホームステイ】読谷村 

  

12 月 14 日【ホストファミリー歓送会】読谷村  12 月 14 日【学校交流】琉球大学 
日本・ASEAN 学生会議（於：東京） 

  

  
12 月 15 日、16 日 課題別講義・ディスカッション 

  
12 月 17 日【表敬】岸田総理大臣夫人挨拶 12 月 17 日【表敬】学生代表挨拶 
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12 月 17 日【表敬・懇談】岸田総理夫人、ASEAN 各国首脳夫人との面談 

  
12 月 17 日【表敬・懇談】ワンダラー・シーパ

ンドン・ラオス人民民主共和国首相夫人と 
12 月 17 日【表敬・懇談】ペイッ・チャンモニ

ー・カンボジア王国首相夫人と 

  
12 月 17 日【表敬・懇談】 
ホー・チン・シンガポール共和国首相夫人と 

12 月 17 日【表敬・懇談】ルイーズ・アラネタ・

マルコス・フィリピン共和国大統領夫人と 

  
12 月 17 日【表敬・懇談】ワン・アジザ・ 
マレーシア首相夫人と 

12 月 17 日【表敬・懇談】学生によるパフォーマ

ンス（合唱） 

    

12 月 17 日 【日本 ASEAN 友好協力 50 周年記念行事出席】東京タワーの点灯式典 
出典（左２点）：首相官邸ホームページ（https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/actions/202312/17asean_kinenshikiten.html） 
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３．参加者の感想（抜粋） 

 ブルネイ 大学院生（気候変動・防災） 
千葉商科大学視察の中で、学生が問題意識を持ったことにより、大学構内の自動販売機が省エ

ネ型自動販売機になったというお話が印象的でした。また、校内で見た太陽光パネルの設置は、

今後自分の大学でも出来得るというポテンシャルの発見に繋がりました。これは、SDGs やパ

リ協定など世界的な枠組みへの貢献になると思います。東北学院大学の学校交流では、素晴ら

しい講義に参加する機会を与えていただき感謝します。講義からは、日本の若者の助け合いの

精神を学ぶことができました。また、歴史的災害である東日本大震災からは大災害に対しての

準備がいかに大切かということも学びました。様々な国の学生が自国での災害についてディス

カッションする時間があり、このプログラムの構成にも満足しています。地球規模の問題につ

いてのみならず、学生同士が相互の友情と理解を深め、活発な意見交換ができました。 
 フィリピン 大学生（気候変動・防災） 

日本の気候変動や防災の取り組みのみならず、住民や学生の防災に対する意識の高さを知るこ

とができて良かったです。日本が包括的かつ多面的な防災計画を実施しているということ、そ

してそれが他の ASEAN 諸国でも実施できることであることを学びました。 
 ラオス 大学生（インターネット・AI） 

ロボテラスで紹介されている事業に感銘を受けました。ロボテラスでは、様々な方法で人々を

支援するロボットが展示されていました。これらのロボットを見て、私は AI がどのように健康

  

  
12 月 18 日【報告会】課題別成果とアクション・プランの発表 

   
12 月 18 日【報告会】ASEAN 事務局と 
日本外務省への課題別提言の提出 

12 月 18 日【修了式・歓送会】 
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や福祉に役立てられるかについてより深く考えるようになりました。例えば、姿勢を分析し、そ

れを改善するためにパーソナライズされたミニゲームを推奨する装置を想像してみてください。

これは、最適な姿勢を習得し、将来の健康問題を予防するために楽しく効果的な方法だと思い

ます。つまり、人々を助けるために AI の使用は無限の可能性があり、私たちはそれを最大限に

探求すべきだと私は信じています。 
 ミャンマー 大学生（インターネット・AI） 

最も印象的だったのは、Fujisawa サスティナブル・スマートタウンの視察でした。この街は現

在、醸成・発展段階にある地域ですが、持続可能なコミュニティの可能性を示す生きた証拠と言

えると思います。また、ホームステイは心に残るプログラムでした。私が 10 歳の頃、家族のほ

とんどが他界したため、今回、大家族の雰囲気を味わい本当に家族が恋しくなりました。ホーム

ステイは、賑やかな大家族の中にいるような感覚になりました。 
 カンボジア 大学生（スタートアップ） 

最も印象的だったプログラムは、三重県でのホームステイです。日本人の文化や生活を更に理

解することができました。さらに、三重県が県内のスタートアップを奨励し支援していること

が分かりました。それは素晴らしい三重県の戦略であり、他県に比べて観光客がそれほど多く

ないにもかかわらず、県内のスタートアップや企業を支援し、長期的にはスタートアップの数

を増やし、また、それらを維持するために尽力していることが分かりました。 
 日本 大学生（スタートアップ） 

ASEAN の学生たちとのスタートアップに関するディスカッションは、それぞれが独自の知識と

文化を持っているため、本当に素晴らしいものでした。それぞれの専門分野における熱意と才

能は、私に多くのインスピレーションを与えてくれました。 
 タイ 大学生（観光開発） 

最も印象に残った活動の一つは、広島県でのホームステイでした。文化、伝統、振る舞いなど、

本格的に日本を体験することができました。言葉の壁があったにもかかわらず、ホストファミ

リーの方々の心遣いを感じることができました。北広島の田舎に滞在して、自然を体験するこ

とができました。あまり知られていない地域を周知させるこのような活動は、好事例と言える

でしょう。観光開発をテーマにしたグループに参加した者として、この取り組みに深く感銘を

受けたと共に、私にとって最も楽しかったプログラムになりました。 
 東ティモール 大学生（観光開発） 

初めて訪れた日本の最初の印象は、とても寒いということです。プログラムの中で一番印象に

残っていることは、人々がとても礼儀正しいことです。広島では安田女子大学という、女性学生

だけの大学を訪問しました。多くの学生に会ってディスカッションをし、お茶の入れ方や着物

の着方などを練習するなど、沢山のことを学びました。 
 ブルネイ 大学生（人口問題） 

沖縄県読谷村では、ホストファミリー宅で日常生活を体験しました。その生活はとても静かで

平和でありながら、同時に勤勉で生産的であることが分かりました。読谷村には、一日三食をき

ちんと食べ、常に体を動かすなど、健康的なライフスタイルが日常生活に組み込まれている文

化があります。早起きすることで、一日の後半に他の人々と交流する時間を持つことができま
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す。このような健康的なライフスタイルは、強制されるものではなく、自身のために自ら進んで

習慣的に行うものです。それが個人的に利益をもたらすだけでなく、社会にプラスの外部性を

もたらし、地域の開発に役立っています。 
 ミャンマー 大学生（人口問題） 

JENESYS 日本・ASEAN 学生会議では、沖縄の琉球大学との交流が印象に残りました。琉球大

学での文化交流では、日本の教育に関して洞察に満ちた視点が提供され、相互理解が深まり、テ

ーマの人口問題についても多くの知識を得ることができました。また、やちむんの里の視察で

は、沖縄の産業における革新的な取り組みが紹介され、自身の知識が広がり、日本と母国の文化

的繋がりができました。これらの経験は非常に貴重で、異文化間の繋がりを育み、今後私にとっ

て個人的にも学業面でも間違いなく成長する上で良い影響を与えると思います。 
 
４．受入れ側の感想（抜粋） 

 学校教員（気候変動・防災グループ） 
災害ボランティアステーションの紹介は、本学から参加者に伝えたいメッセージが多く、内容

が濃い説明になりましたが、皆さんが最初から最後までとても熱心に聞いてくれました。地震

の発生から避難までの時間、ボランティア活動にかかる費用についてなど様々な質問があり、

今後本学での活動を発信していく上でとても参考になりました。また、学生交流は同じ大学生

ということもあり、私たちの予想以上に盛り上がりました。訪日団の皆さんのフレンドリーさ

に助けられ、楽しそうに話をしている日本人学生の様子も見られて嬉しく感じました。 
 ホストファミリー（宮城県加美町） 

雪を見たことがないと聞き、山形県との県境に行き体験してもらいました。積雪、降雪にとても

喜んでくれていて、観光地に行くよりも良かったのかもしれないと感じました。車中で聞いて

いた音楽を送迎会の時に歌ってくれるというサプライズがあり、とても思いやりがある良い子

たちだと感動しました。今後も引き続き受け入れをしていきたいです。 
 講師（スタートアップ） 

予想より多くの質問が寄せられました。意欲のある学生の質問や意見は良いバイタリティーを

感じ刺激になりました。また、ミャンマーで起業を目指している学生が終わった後に声をかけ

てきてくれた際に、強い情熱を感じました。 
 学校職員（観光開発） 

長期海外留学を控えた 1・2 年生は留学への意欲が高まり、語学力やコミュニケーション力を身

に付けるモチベーションとなった様子です。就職及びこれから社会で活躍を控えた 3・4 年生に

とっても、東南アジアの青年団との交流は、更に視野を広め、国際感覚を磨いていくためのきっ

かけの一つとなったようです。海外の方へ自国の文化を伝えること、専攻である観光ビジネス

について国や文化の異なる方々とディスカッションし、発表の場を設けることは、学生にとっ

て有意義な経験になることを再認識しました。 
 学校交流参加者（観光開発） 

ASEAN 諸国と東ティモールという日本に比較的近い国との交流は初めてで、とても楽しみにし

ていました。様々な国の代表とディスカッションする中で、日本と ASEAN 諸国との違い、
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ASEAN 諸国内での違いを発見し、日本の国の問題を自国の問題に置き換えて考えたり、お互い

の文化を知ることができ、とてもいい機会になりました。 
 視察先関係者（人口問題） 

今回、ASEAN 各国の学生たちの反応から当区の施策の手応えを感じるとともに、方向性が間違

っていないと感じることができました。どの学生も真剣な眼差しで、少子化対策、共生社会の実

現は、世界共通の課題と感じました。 
 
５．参加者の対外発信（抜粋） 
《気候変動・防災》（訪問地：東京都、千葉県、宮城県） 

  

2023 年 12 月 18 日（Instagram） 
多くの人が東日本大震災を知っていると思います

が、18,000 人の犠牲者を出した人類史上で最大規

模の自然災害による悲劇です。しかし 10 年の年月

の復興は目覚ましく驚かされます。今回、被災した

仙台市を訪問し、東北地方整備局や市の講義、災害

に強く環境にやさしい都市づくり、仙台災害リス

クの軽減の枠組み、将来の予期せぬ災害への予防

を学びました。洪水や地滑りの多いマレーシアは、

日本の災害適応及び軽減の戦略、リソースを学ば

なければなりません。 

2023 年 12 月 18 日（Facebook） 
宮城県加美町でのホームステイで、お母さん、姉妹

や兄弟達と共に、日本の地方の町で過ごした 3 日

間は心温まる交流でした。予想もしていなかった

多くの経験をしました。必ずこの場所に再訪する

ことを約束します。すばらしい歓待と貴重な機会

に感謝します。いつまでも私の大切な思い出です。 

《インターネット・AI》（訪問地：東京都、神奈川県、静岡県） 
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2023 年 12 月 18 日（Instagram） 
慶應義塾大学病院での視察に参加し、AI が医療現

場でどのように導入されているのかを学び、また

静岡県で愛情あふれるホストファミリーと一緒に

生活をするなど、私がプログラム中に学んだ知識

と、関わった皆さんから言葉では表現できないほ

ど親切にしていただきました。 

2023 年 12 月 19 日（Instagram） 
私はカンボジアからの参加者として、訪日中の経

験、気づき、学びなどのすべてに感銘を受けていま

す。日本の技術の進歩や AI、インターネット、藤

沢市のサスティナブル・スマートタウン、素晴らし

い文化、そしてもちろん食べ物など、興味深い洞察

がたくさんあります。日本の民主主義は勢いよく

前進し、国民から信頼されています。 

《スタートアップ》（訪問地：東京都、三重県） 

  
2023 年 12 月 14 日（Instagram） 
今日は三重大学を訪問し、学生たちと交流する機

会を得ました。非常に洞察力に富んだセッション

であり、他の国の文化を学ぶことは目を見張るも

のがありました。とても忙しく、でも興味深い日で

した 

2023 年 12 月 18 日（Instagram） 
私のグループは、明日の報告会に向けたアクショ

ン・プラン（帰国後の活動）をまとめるため一生懸

命取り組み、協力しましたので、素晴らしいプレゼ

ンテーションになることを期待しています。 2 泊

3 日の三重県ですのホームステイ体験は、私たち

にとって目を見張るような経験をしました。日本

で得た知識をあらゆるところで活用したいと考え

ています。 
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《観光開発》（訪問地：東京都、広島県） 

  
2023 年 12 月 15 日（Instagram） 
広島での経験は、文化的探求と温かい繋がりの融

合でした。戦国の庭歴史館で学んだ魅惑的な歴史

から穏やかな登山まで、一つ一つの経験が決して

忘れることのない一生の思い出です。 

2023 年 12 月 17 日（Instagram） 
府川尚弘氏（INDIGO 合同会社 代表）の講義「観

光開発」を聴講して、有益な知識を得ることができ

ました。 

《人口問題》（訪問地：東京都、沖縄県） 

  
2023 年 12 月 17 日（Instagram） 
表敬訪問では、ASEAN 諸国と日本の首脳夫人とお

会いし、またとない懇談の機会になりました。訪問

団は首脳夫人たちの前で日本の人気曲「スパーク

ル」を歌って披露しました。午後には、「人口問題」

グループ内で政策提言と行動計画を発表しまし

た。ASEAN 諸国、日本、東ティモールの首脳が出

席した記念すべき式典に出席し、友好協力 50 周年

記念の東京タワー点灯式に参加しました。 

2023 年 12 月 18 日（Instagram） 
大きな収穫は、和紙作りの繊細な技術、健康的な料

理、深く触れた日本文化でした。 沖縄のホームス

テイは、私たちのせわしい日常との対比を考えさ

せられ、幸福と長寿について学びました。差し迫っ

た人口問題についての議論は少し難しい課題でし

たが、私たちのアクション・プランには希望の光が

あるように思います。 また、各国首脳夫人との面

会、日 ASEAN 協力 50 周年を記念する東京タワー

の点灯式典への出席は、恐れ多くもとても名誉な

出来事でした。 JENESYS プログラムを通じて、

人のつながりの深さと多様な文化の美しさを実感

することができました。 
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６．報告会での帰国後のアクション・プラン発表資料（抜粋） 
《気候変動・防災》（訪問地：東京都、千葉県、宮城県） 

 

《インターネット・AI》（訪問地：東京都、神奈川県、静岡県） 

   
《スタートアップ》（訪問地：東京都、三重県） 
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《観光開発》（訪問地：東京都、広島県） 

 

《人口問題》（訪問地：東京都、沖縄県） 

   

 

７．【報道事例】 

  
2023 年 12 月 11 日（laotiantimes.com） 
日本 ASEAN 友好協力 50 周年を祝うため、ラオ

スの大学生が来日しました。（後略） 

2023 年 12 月 17 日（CNC News） 
カンボジア王国大統領夫人を含む日 ASEAN 首

脳は、2023 年 12 月 17 日（日）に JENESYS2023 
日本・ASEAN 学生会議の学生たちとの面会に招

待されました。（後略） 
実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


